
「ダジャレを言って大わらい」
日出谷小学校 １年　佐久間　悠
「ダジャレを言って大わらい」
日出谷小学校 １年　佐久間　悠

「きれいだったなふじの花」
川田谷小学校 ３年　岩﨑　　結
「きれいだったなふじの花」
川田谷小学校 ３年　岩﨑　　結

「ぼくの大切な家族～新しい命の誕生～」
日出谷小学校 ６年　加藤　隼人

「幸せになれるまほうの言葉」
日出谷小学校 ５年　佐久間　香里
「幸せになれるまほうの言葉」
日出谷小学校 ５年　佐久間　香里

「ぼくの大切な家族～新しい命の誕生～」
日出谷小学校 ６年　加藤　隼人

「
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
帰
り
道
」

桶
川
西
中
学
校 

２
年　

佐
藤　

杏
咲

「
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
帰
り
道
」

桶
川
西
中
学
校 

２
年　

佐
藤　

杏
咲

「家族揃って全力応援！！」
桶川中学校 ２年　二瓶　華音
「家族揃って全力応援！！」
桶川中学校 ２年　二瓶　華音

桶
川
小
学
校 

３
年　

岸　
　

姫
花

桶
川
小
学
校 

３
年　

岸　
　

姫
花

「
地
い
き
の
お
ま
つ
り
に
家
族
で
さ
ん
か
し
た
よ
」

　
　
〜
わ
た
し
は
お
は
や
し
で
た
い
こ
を
た
た
い
た
よ
〜

「
地
い
き
の
お
ま
つ
り
に
家
族
で
さ
ん
か
し
た
よ
」

　
　
〜
わ
た
し
は
お
は
や
し
で
た
い
こ
を
た
た
い
た
よ
〜

令和５年度「家庭
の日
」

ポスターコンク
ール

で

優秀賞を受賞さ
れた
皆さ
んの
作
品
で
す
。

おめでとうござい
ます
。（
敬称
略
）

「
世
界
の
平
和
は
家
庭
か
ら
」

桶
川
中
学
校 

２
年　

河
合　

杏
莉

「
世
界
の
平
和
は
家
庭
か
ら
」

桶
川
中
学
校 

２
年　

河
合　

杏
莉

「きれいになるとうれしいね」
桶川東小学校 ５年　髙瀬　茉莉
「きれいになるとうれしいね」
桶川東小学校 ５年　髙瀬　茉莉

第　　　   号
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❷

幸せに生きる心の育み方

オフィス・イマココ

代表

西畑　良俊 氏

市民大会が行われました市民大会が行われました

　

11
月
５
日
（
日
）
、
桶
川
市
東
公
民

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
36
回
桶
川

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
が
開
催

さ
れ
、
開
会
行
事
に
続
き
、
講
演
会
及

び
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
・
イ
マ
コ

コ
代
表
で
メ
ン
タ
ル
コ
ー
チ
、
研
修
講

師
の
西
畑
良
俊
氏
に
よ
る
講
演
、
「
幸

せ
に
生
き
る
心
の
育
み
方
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
青
少
年
育
成
功
労
賞
」

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
市
内
小
・

中
学
生
が
取
り
組
ん
だ
「
私
た
ち
の
主

張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
「
家
庭
の

日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
に
よ
る
作
品

の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

（
土
館
）

　

西
畑
さ
ん
は
、
埼
玉
県
春
日
部
市
の
出

身
で
、
埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
を
卒
業

し
早
稲
田
大
学
法
学
部
に
進
み
、
箱
根
駅

伝
を
目
指
し
た
そ
う
で
す
。
１
年
の
時
に

は
出
雲
駅
伝
に
出
場
す
る
も
、
結
局
夢
か

な
わ
ず
に
卒
業
。
大
学
時
代
は
、
勝
た
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
勝
手
な
思
い
込

み
が
自
分
自
身
を
追
い
込
み
、
周
り
全
員

を
敵
と
感
じ
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
20
代
は
う
つ
病
に
苦
し
み
、
眠

第
36
回

桶
川
市
青
少
年

　
健
全
育
成
市
民
大
会

れ
な
い
日
々
を
過
ご
し
た
と
か
。
転
機
が

訪
れ
た
の
は
、
新
潟
・
粟
島
で
の
島
お
こ

し
に
参
加
し
た
と
き
。
思
い
返
せ
ば
、

「
Ｗ
ｈ
ｙ
？
」
か
ら
「
Ｈ
ｏ
ｗ
？
」
へ
と

思
考
を
転
換
で
き
た
こ
と
が
、
今
に
至
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実

体
験
か
ら
、
今
で
は
メ
ン
タ
ル
コ
ー
チ
、

埼
玉
県
家
庭
教
育
指
導
員
な
ど
様
々
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
皆
さ
ん
今
幸
せ
で
す
か
？
」
と
の
質

問
か
ら
講
演
が
ス
タ
ー
ト
。
過
去
の
ア
メ

リ
カ
で
の
調
査
で
、
「
幸
せ
で
す
」
と
答

え
た
方
を
10
年
後
に
追
跡
調
査
し
、
同
じ

質
問
を
し
た
ら
90
％
の
方
が
「
幸
せ
で
す
」

と
答
え
た
そ
う
で
す
。
中
に
は
明
ら
か
に

10
年
前
よ
り
も
幸
せ
で
は
な
く
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
方
で
も
幸
せ
だ
と
答
え
、

反
対
に
「
幸
せ
で
は
な
い
」
と
答
え
た
方

の
10
年
後
の
追
跡
調
査
の
結
果
で
は
、
90

％
の
方
は
再
び
「
幸
せ
で
は
な
い
」
と
答

え
た
そ
う
で
す
。
「
し
あ
わ
せ
は
い
つ
も

自
分
の
こ
こ
ろ
が
き
め
る
（
あ
い
だ
み
つ

お
）
」
は
結
論
で
あ
り
名
言
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
分
を
認
め
て
あ
げ
て

「
自
己
肯
定
感
」
の
６
項
目
を
実
践
し
て

下
さ
い
と
の
こ
と
。

①
自
尊
感
情
（
自
尊
心
）　

「
自
分
は
か

　

け
が
え
の
な
い
存
在
だ
」と
思
え
る
こ
と

②
自
己
受
容
感　

「
自
分
は
自
分
で
あ
っ

　

て
大
丈
夫
」
と
思
え
る
こ
と

③
自
己
効
力
感　

「
自
分
に
は
で
き
る
」

　

と
思
え
る
こ
と

④
自
己
信
頼
感　

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

　

信
じ
ら
れ
る
こ
と

⑤
自
己
決
定
感　

「
自
分
で
決
定
で
き
る
」

　

と
い
う
こ
と

⑥
自
己
有
用
感　

「
自
分
は
役
に
立
っ
て

　

い
る
」
と
思
え
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
思
い
、
考
え
る
事
で
、
気
持

ち
が
変
わ
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

講
演
の
途
中
で
、
ワ
ー
ク
を
し
ま
し
た
。

２
〜
３
人
で
組
に
な
り
、
各
々
１
分
間
で

　

①
自
分
の
現
在
の
元
気
度
を
10
点
満
点

で
評
価
し
、
な
ぜ
そ
の
点
数
な
の
か
を
説

明
し
合
い
ま
す
。
②
相
手
の
話
で
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し
合
い
ま
す
。
③
今
ま
で
の

話
で
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
合
い
ま
す
。

そ
の
後
で
、
話
を
聞
く
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

①
話
を
聞
く
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。
②

こ
の
人
は
素
晴
ら
し
い
人
だ
と
信
じ
る
。

③
暖
か
な
眼
差
し
で
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を

す
る
。
④
表
情
を
観
察
し
て
相
手
の
表
情

に
合
わ
せ
る
。
⑤
声
の
ト
ー
ン
、
テ
ン
ポ

も
相
手
に
合
わ
せ
る
。
最
後
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ダ
ン
ス
で
あ
る
。
楽
し
む

心
を
大
切
に
し
、
相
手
と
の
違
い
を
楽
し

む
心
（
の
余
裕
）
を
持
つ
よ
う
心
が
け
て

下
さ
い
。

　

人
は
忘
れ
る
生
き
物
で
す
。
１
時
間
で

56
％
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
日
の

う
ち
に
復
習
し
、
翌
日
、
３
日
後
、
１
週

間
後
、
１
か
月
後
に
そ
れ
ぞ
れ
復
習
を
す

る
こ
と
で
忘
却
率
が
５
％
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
講
演
内
容
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
、
間
隔
を
あ
け
て
復
習
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

（
岩
田
）



　５月２１日（日）、桶川市役所にお
いて、令和５年度桶川市青少年健全育
成市民会議総会が開催されました。
　総会に先立ち、「子育て～プラス思
考の支援～」と題して、埼玉県家庭教
育アドバイザーの美田かおるさんに講
演していただきました。
　特に印象に残ったことは「リフレー
ミング」についてです。リフレーミン
グとは、物事を見る見方を変えるとい
う意味です。子育てにおいては、その
子の短所をリフレーミングして長所に
変えることで、親も子も気持ちよく過
ごすことができるかもしれません。
　プラス思考で気持ちを切り替えるこ
との大切さを学びました。　　（西永）

　６月８日（火）、市内小・中学校の
ＰＴＡから選出された３０名の巡回指
導員の方々に、委嘱式及び研修会を行
いました。巡回指導員は、月２回の街
頭や娯楽施設でのパトロール、年２回
の非行防止キャンペーン等に参加し、
青少年の健全育成のために活動してい
ただいてます。
　研修会では、今年度も日本ガーディ
アン・エンジェルスの小田啓二理事長、
大和田尚子理事をお招きし「Dere to
Care～あえて気にかける『アフター・
コロナ』のパトロール」と題し、パト
ロール中のエチケット・相手と接する
時の留意点などをお話いただきました。
　また、７月１５・１６日に、４年ぶ
りとなった桶川祇園祭では、日本ガー
ディアン・エンジェルスの方々と巡回
パトロールを行いました。　　（小髙）
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会
長
　
澁
谷
　
光
章

　

11
月
５
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
青
少
年
の
育
成
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
11
名
が
「
青
少

年
育
成
功
労
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
と
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
「
私
た
ち
の

主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
178
点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
賞
及
び
優
良

賞
各
６
点
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
429
点
の
応
募
が

あ
り
、
優
秀
賞
及
び
優
良
賞
各
９
点
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
皆
様
や
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

※

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
１
・
４
・
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

※

各
受
賞
者
の
写
真
は
市
民
大
会
の
際
に
撮
影　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

令和５年度 桶川市青少年
　　　健全育成市民会議表彰者

青
少
年
育
成
功
労
賞桶

川
市
人
権
擁
護
委
員
会

桶
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会

桶
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

桶
川
ヤ
ン
キ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

合
気
道
桶
川
愛
氣
会

桶
川
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

桶
川
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

桶
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

桶
川
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

桶
川
西
Ｊ
Ｖ
Ｃ

桶
川
市
柔
道
連
盟

和
久
津
吉
彦

梅
原
と
も
子

関
根
　
良
和

安
齋
　
　
豊

尾
澤
　
　
透

髙
橋
　
龍
一

鈴
木
　
美
枝

野
頭
　
國
郎

狩
野
　
将
也

髙
梨
　
隆
博

阿
部
　
靖
代

　

今
年
度
の
埼
玉
県
民
会
議
表
彰
に
て
、

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
の
構

成
団
体
で
あ
る
、
桶
川
市
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
秋
山
節
子
氏
が
、
「
青
少

年
育
成
功
労
賞
（
個
人
）
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

青少年育成
埼玉県民会議
会長より表彰

「家庭の日」ポスターコンクール入賞者優良賞作品

「たのしいプール」
桶川西小学校 ２年　村上　虎徹

「きれいだね」
桶川東小学校 ４年　荘司　優羽

「赤ちゃんがうまれてうれしいな」
桶川西小学校 ３年　庄田　海斗

「いただきます！！」
桶川東小学校 ４年　島村　幸歩

「
家
族
で
つ
く
っ
た
大
き
な
顔
ピ
ザ
！
」

桶
川
東
小
学
校 

３
年　

髙
瀬　

和
俊

青少年育成
埼玉県民会議
会長より表彰
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　小・中学生の皆さんの主張は、自分の将
来、未来についての考えや夢、周りの人々
への感謝の気持ち、誰もが生きやすい社会、
などいろいろなテーマについて考えている
ものでした。身近な出来事に疑問をもつ豊
かな感性をもっていること、体験し、見聞
きしたことをきっかけに考えを深めていく
こと、その思いを作文に表現できることは
大変すばらしいことです。皆さんの未来を
切り拓いていこうとする気持ちをこれから
も大切にしてください。　　　　　（杉山）

　

埼
玉
県
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
・
青
少

年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
が
主
催
す
る
、
今

年
度
の
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
い
て
、
桶
川
西
中
学
校
の
佐
藤

杏
咲
さ
ん
の
作
品
「
昼
寝
現
場
目
撃
」
が
、

テ
レ
玉
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

※

写
真
は
表
彰
式
の
際
に
撮
影

　今年は全国的な外出自粛がないため、家
族で外出したり遠距離にお住まいの親戚に
会いに行かれたりする様子を描いた作品が
多く寄せられました。各作品には明るい色
を多用しながら細かいところまで描いた家
族の笑顔。この表情豊かな家族の姿から温
かい雰囲気が伝わってきます。　　
　このポスター制作が家庭のあり方や意義
を見つめ直し、家族の絆をより一層深める
機会の一つとなれば幸いに存じます。（岡安）

ポスター講評

作文講評

埼
玉
県
等
主
催「
家
庭
の
日
」ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
テ
レ
玉
特
別
賞
を
受
賞

「
私
た
ち
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

新
井
　
夏
帆

関
　
つ
む
ぎ

小
嶋
　
遼
華

野
澤
　
歩
夏

笹
代
　
佳
蓮

原
　
　
悠
莉

川
田
谷
小
学
校　

４
年

桶
川
西
小
学
校　

６
年

桶
川
東
小
学
校　

６
年

加
納
中
学
校　
　

１
年

加
納
中
学
校　
　

２
年

桶
川
中
学
校　
　

３
年

農
業
家
に
な
り
た
い

い
い
こ
と
ハ
ン
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
を

Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
に

左
利
き
の
苦
労

優
秀
賞

赤
石
　
朔
玖

地
引
　
春
乃

細
井
　
唯
名

宮
沢
　
り
さ

内
倉
　
達
志

檜
垣
　
　
花

桶
川
西
小
学
校　

４
年

日
出
谷
小
学
校　

４
年

日
出
谷
小
学
校　

６
年

桶
川
中
学
校　
　

１
年

桶
川
中
学
校　
　

２
年

加
納
中
学
校　
　

３
年

ぼ
く
の
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め
は
、運
転
士

わ
た
し
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め

性
別
違
和
に
つ
い
て

地
球
に
住
ん
で
い
る
人
々
へ

世
の
中
の
平
和
に
つ
い
て

周
り
の
人
の
存
在
の
あ
り
が
た
さ

優
良
賞

埼
玉
県
等
主
催「
家
庭
の
日
」ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
テ
レ
玉
特
別
賞
を
受
賞

ポスターコンクール

「ひまわり畑」
加納中学校 ２年　大島　美優

「
新
幹
線
で
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
に
あ
い
に
い
き
ま
し
た
」

川
田
谷
小
学
校 

６
年　

黒
田　

朔
矢

「家族でホタル鑑賞」
桶川中学校 １年　西山　優

「家族はどんな時でも私の応援団」
加納中学校 ３年　武田　桃果



☀
昨
年
４
月
に
初
め
て
手
術
入
院
を
経
験
し

ま
し
た
。
術
後
の
夜
か
ら
は
絶
対
安
静
状
態

で
、
お
腹
は
点
滴
の
パ
イ
プ
を
含
め
て
計
３

本
の
命
の
パ
イ
プ
が
差
し
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
つ
め
て
管
理
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
天
使
で
あ
る
ナ
ー
ス
の
皆
様
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
！
心
の
底
か
ら
感
謝
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
澁
谷
）

☀
マ
ス
ク
を
外
し
て
の
生
活
に
慣
れ
始
め
た

所
。
久
し
ぶ
り
に
マ
ス
ク
を
つ
け
て
息
苦
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
毎
日
し
て
い

た
時
は
感
じ
な
か
っ
た
の
に
！
習
慣
っ
て
凄

い
！
子
ど
も
達
に
は
マ
ス
ク
生
活
が
早
く
な

く
な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
。　
（
小
髙
）

☀
子
育
て
が
大
変
な
時
に
「
今
が
１
番
良
い

時
ネ
〜
」
と
よ
く
言
わ
れ
た
も
の
だ
。
い
や

は
や
今
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
が
よ
ー
く
わ
か

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
永
）

☀
少
し
前
ま
で
買
い
物
も
あ
ん
な
に
大
変
だ

っ
た
の
に
、
お
荷
物
だ
っ
た
子
ど
も
達
は
今

で
は
袋
詰
め
も
荷
物
持
ち
も
す
る
大
事
な
戦

力
に
。
子
ど
も
の
成
長
は
本
当
に
早
い
と
実

感
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
館
）

　

広
報
「
ひ
ま
わ
り
」
を
最
後
ま
で
お
読
み

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
大
流
行
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま

元
気
に
お
過
ご
し
で
す
か
？
子
ど
も
達
が
心

身
と
も
に
元
気
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
、
そ
れ
は
我
々
大
人
の
役

目
だ
と
思
い
ま
す
。
生
活
ス
タ
イ
ル
や
友
達

ひ
ま
わ
り
の
つ
ぶ
や
き

ひ
ま
わ
り
の
つ
ぶ
や
き

ひ
ま
わ
り
の
つ
ぶ
や
き

❻

編
集
後
記

　

10
月
７
日
（
土
）、
川
田
谷
地
区
の
「
親

子
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、

77
名
の
参
加
者
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

配
ら
れ
た
地
図
と
ク
イ
ズ
シ
ー
ト
を
手

に
農
業
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、
八
幡

神
社
、
は
に

わ
の
里
、原
山

古
墳
群
、桶
川

飛
行
学
校
平

和
祈
念
館
、

泉
福
寺
、
富

士
見
ホ
タ
ル

親
水
公
園
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
、
ク

イ
ズ
ポ
イ
ン

ト
を
巡
り
な

が
ら
８
キ
ロ
を
歩
き
、
ま
た
農
業
セ
ン
タ

ー
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

出
題
の
ク
イ
ズ
は
意
外
と
難
し
く
、
由

来
の
書
い
て
あ
る
立
て
札
を
き
ち
ん
と
読

ま
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

桶
川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
で
は
、
オ

ケ
ち
ゃ
ん
が
応
援
に
来
て
く
れ
て
い
て
、

み
ん
な
嬉
し
そ
う
に
一
緒
に
記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。

　

富
士
見
ホ
タ
ル
親
水
公
園
で
は
、
射
的

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
声
を
あ
げ
な
が
ら

楽
し
そ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　

道
中
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
、

風
が
強
く
帽
子
を
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た

り
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
天
気

が
良
く
、
道
端
で
は
子
ど
も
た
ち
が
ド
ン

グ
リ
を
拾
っ
た
り
秋
の
田
畑
や
自
然
を
感

じ
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
と
て
も

楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
黒
田
）

　

10
月
21
日
（
土
）
、
清
々
し
い
秋
晴
れ

の
も
と
、
坂
田
・
加
納
地
区
の
親
子
ふ
れ

あ
い
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
総
勢
77
名
は
、
坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
に
、
べ

に
花
ふ
る
さ
と
館
、
氷
川
天
満
神
社
、
後

谷
公
園
、
わ
ん
ぱ
く
村
を
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
と
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
最

初
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
オ
ケ
ち
ゃ
ん
と
の
写

真
撮
影
が
あ
り
、
ゴ
ー
ル
の
時
に
完
歩
証

と
一
緒
に
受
け
取
れ
ま
す
。
途
中
に
は
、

ト
イ
レ
休
憩
も
あ
り
安
心
。
ク
イ
ズ
ポ
イ

ン
ト
や
、
射
的
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
約

７
㎞
の
道
す
じ

に
華
を
添
え
ま

し
た
。
開
催
に

あ
た
り
当
日
は
、

青
少
年
相
談
員

や
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
の
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん

に
も
、
お
手
伝

い
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
対
馬
）

川
田
谷
地
区

川
田
谷
地
区

坂
田
加
納
地
区

２０２３ 親子ふれあいウォーク２０２３ 親子ふれあいウォーク

坂
田
加
納
地
区

と
の
過
ご
し
方
も
、
私
達
が
子
ど
も
の
頃
と

比
べ
る
と
、
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
中
、

子
ど
も
達
を
理
解
し
、
そ
し
て
寄
り
添
え
る

よ
う
に…

私
達
も
進
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
す
ね
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
日

々
勉
強
だ
な
ぁ
と
、
改
め
て
感
じ
た
編
集
作

業
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
広
報
「
ひ
ま
わ

り
」
発
行
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栁
田
）

☀
仕
事
も
在
宅
勤
務
か
ら
出
勤
に
変
わ
り
マ

ッ
ク
ス
に
！
久
し
ぶ
り
に
忙
し
い
一
年
が
戻

っ
て
き
て
、
も
う
息
切
れ
し
て
ま
す
。
ご
迷

惑
を
か
け
な
い
様
に
も
う
一
息
と
、
頑
張
る

毎
日
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
田
）

☀
家
族
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
厚
い

壁
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
で
も
大
丈
夫
！

み
ん
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
大
好
き
だ
か
ら
！
自

分
の
ペ
ー
ス
で
全
部
た
べ
ち
ゃ
お
う
！（
西
）

☀
昨
年
春
に
起
こ
し
た
車
の
横
転
事
故
の
件

が
未
だ
に
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
気
を
付
け
て

走
っ
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
が

被
害
者
と
は
い
え
、
十
分
そ
れ
以
上
に
気
を

配
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
ね
ば
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
田
）

☀
我
が
家
で
た
ま
に
開
催
す
る
お
菓
子
パ
ー

テ
ィ
ー
。
買
い
込
ん
だ
お
菓
子
を
皆
で
ワ
イ

ワ
イ
お
喋
り
し
な
が
ら
頬
張
る
、
家
族
だ
ん

ら
ん
タ
イ
ム
。
君
た
ち
が
巣
立
つ
ま
で
、
開

催
で
き
る
と
良
い
な
ぁ
。　
　
　
　
（
栁
田
）

☀
自
分
が
子
ど
も
の
頃
、
母
は
敬
う
べ
き
親

で
あ
り
偉
大
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
が
、
子
育

て
も
終
わ
っ
た
今
は
姉
妹
と
か
友
人
同
士
の

様
。
そ
ん
な
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
こ
の

頃
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
馬
）


